
長年の功績を称えて長年の功績を称えて

香美市市民賞香美市市民賞

１１月３日、第１６回香美市市民賞表彰式が

香美市役所で開催されました。この賞は、産

業・教育・文化・政治・福祉などの分野で活躍、

貢献のあった方を表彰するものです。

　今年は、３名・２団体が受賞され、式典では、

表彰状と記念品の授与が行われました。

　受賞された方々の、今後ますますのご活躍を

お祈りいたします。
▲ 森本ちづさん (左から2番目)・岡林静窺さん (3番目)・
　 [香長小学校相撲場保存会 代表] 小野山清春さん (4番目)・
　 [前田敬文さんの代理として 奥様] 前田恵さん (5番目)

▲ 香長ダイハツソフトボールクラブの皆
　 さんは、式典当日もソフトボール教室
　 開催のために活動されており、式典は
　 欠席となりましたが、後日、依光市長
　 から代表の中山さんに、表彰状と記念
　 品を贈呈し、受賞をお祝いしました。

※ 受賞者 (個人) の皆さんの年齢表記は、

　 令和６年１１月３日時点のものです。

岡林 静窺さん

（土佐山田町宝町）８５歳

岡林さんは、平成元年から平

成１８年の間に香北猟友会長を、

その後、物部地区猟友会と合併

した香美猟友会でも引き続いて

会長職を務められ、令和６年ま

での計３５年間、その温厚な人

柄と秀でたリーダーシップで、

猟友会員をまとめられました。

　また、狩猟に関する深い知見

をもって有害鳥獣の捕獲や被害

対策に携わり、大きく貢献され

ました。

森本 ちづさん

（物部町大栃）７５歳

森本さんは、昭和４９年に物

部村の学校栄養職員に採用され、

平成１７年から退職されるまで

の４年間は、当時、県下でも初

となる学校栄養教諭として、大

栃小学校でご活躍されました。

　また、退職後は大栃小・中学

校の学校コーディネーターとし

て、地域と学校を緊密に結びつ

ける重要な役割を果たされ、児

童の健全育成や地域の振興に貢

献されました。

香長ダイハツ
　　ソフトボールクラブ

（代表者：中山 周平さん）

　香長ダイハツ ソフトボールク

ラブは、昭和３９年の結成以降、

全国の大会でも優秀な成績を収

められるなど、長年にわたりご

活躍されております。

　また、現在でも県下のソフト

ボールチームとの交流や指導な

どを定期的に行うなど、積極的

に活動されており、市のスポー

ツの発展に大きく貢献されてお

ります。

前田 敬文さん

（香北町美良布）７２歳

　前田さんは、昭和５７年から

現在に至るまで、医師として長

年にわたりご活躍されており、

平成１７年には前田メディカル

クリニック（香北町美良布）に

勤務、平成３０年には香美市立

大栃診療所の指定管理者に就任、

令和３年には医療法人同仁会の

理事長に就任

されるなど、

地域医療の維

持・発展に大

きく貢献され

ております。

香長小学校
　　　　相撲場保存会

（代表者：小野山 清春さん）

　香長小学校相撲場保存会は、

平成７年に、児童のためを思う

有志により、前身となる相撲場

建設準備委員会を発足し、さま

ざまな苦労や壁にも負けず、翌

年（平成８年）には相撲場を完

成させました。

　現在でも相撲場の維持や校内

の相撲大会に携り、地域と児童

の結びつきに大きく寄与されて

おります。
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俳
句
・
短
歌
の
投
稿
方
法　

▼
投
稿
方
法
は
自
由
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。

掲
載
月
の
前
月
の
１
日
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
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２２Kami
２０２４年１２月号
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